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市政運営にあたっての考え方
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原油・物価高騰

急激な人口減少と少子高齢化

デジタル社会の急速な進展など

気象災害の頻発・激甚化

社会経済情勢の変化

新しい生活様式や新しい働き方の推進

自治体ＤＸ、ＳＤＧｓの推進

カーボンニュートラルの実現

新たな行政課題への対応

大規模災害への対応強化など
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オール市民での

まちづくり

©

安全に安心して暮らせるふるさとづくり
将来を見据えた持続可能なまちづくり

真の公平さを追求する

地域力を最大限に生かす

国県等との連携を広げる

つの基本理念 と 基本方針

「喜多方市総合計画」を政策の軸に据え、複雑・多様化する市民ニーズを見極めな

がら、地域の課題に丁寧に対応し、将来への憂いを残すことのないよう、行財政運
営に努めます。



提案予定の議案

条例議案条例議案

単行議案単行議案
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議案第45号 権利の放棄について など3件

予算議案予算議案

議案第27号 喜多方市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 など 18件

議案第 ３ 号 令和6年度喜多方市一般会計予算 など 当初予算案 12件

議案第15号 令和5年度喜多方市一般会計補正予算（ 第11号） など 補正予算案 12件
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令和６年度
一般会計予算額 ２６５億4,600万円

夢と希望が持てるふるさと喜多方

わくわくする 喜多方 の創造に向けて

対前年度比 1億7,200万円増 （＋0.7％）



6©

地域の特性を生かした

力強い産業づくり

地域を支え

未来を拓く人づくり

安全・安心、思いやりのある、
人にやさしい

まち・くらしづくり

自然との共生と

元気なふるさとづくり

－喜多方市総合計画 将来の都市像と４つの大綱－

力強い産業 人が輝く

活力満ちる安全・快適なまち
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地域の特性を生かした

力強い産業づくり大綱

地域資源を活用した魅力ある観光の推進
まちなかのにぎわい創出

基幹産業である農業の振興、林業の再生

企業誘致やものづくり産業の発展

人口定住に結びつく持続可能な経済活動の実現に向けて、新しい産業や
雇用の確保、所得の向上を図ってまいります。

アスパラガス

重点施策

新 飼料価格高騰緊急特別対策事業

新 インバウンド受入体制整備支援事業 新 インバウンド誘客PR事業

新 喜多方市公認キャラクター活用推進事業

新 塩川地域の特徴を生かした観光まちづくり推進事業

新 観光誘客拠点施設活性化事業（高郷）
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地域を支え未来を拓く

人づくり大綱
次代を担う子供たちのための

良質な教育環境の整備

市民一人ひとりが心豊かで充実した人生を送れる

学習機会の提供や主体的に活動できる環境整備
「まちづくりは人づくり」の理念の下、生涯にわたり、ふるさとに愛着と誇りを持っ
て様々な分野で活躍する、本市の未来を支える人材の育成を目指してまいります。

小学校農業科の田植え

重点施策

新 小中学校施設長寿命化事業 新 学校プール共同利用等試行事業 新 からだが喜ぶ健康給食推進事業
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安全・安心、思いやりのある、
人にやさしい

まち・くらしづくり大綱

生活や産業などを支える社会基盤の維持・充実

日々の暮らしにおける安全を確保し、若い世代が安心して子供を産み育てるこ
とができる環境や、高齢者が元気に生きがいを持って暮らせる環境づくりなど、
誰もが快適に生活しやすいまちづくりを進めてまいります。

災害等への備えの強化

保健、医療、介護、福祉の充実と連携

めごぷらざ5万人達成

重点施策

新 結婚新生活支援事業

新 常勤医師応援事業補助金

新 オンライン診療支援事業

新 新型コロナウイルスワクチン接種事業 新 クリーンきたかた推進員事業

新 鳥獣害対策マップ事業
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自然との共生と

元気なふるさとづくり大綱

魅力的で持続可能なまちづくり、自然との共生を図りながら、
市民と行政との協働による活力あふれるまちづくりを進めてまいります。

生活環境や自然環境、
地球環境へ配慮した取り組みの推進

地域間の連携・交流や、大学、企業等との協力・提携

市民が主体的に行うまちづくりや市民活動の支援

電気⾃動⾞を活⽤した脱炭素社会の実現と
持続可能な地域づくりに関する包括連携協定

重点施策

新 外国人受入環境整備事業
（一元的相談窓口の設置）

新 桜の里整備事業（熱塩加納）
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画の実現に向けて計

◇市民の利便性向上と業務効率化

◇効率的な組織体制の確立・人材育成の推進

○ワーク・ライフ・バランスの推進

○国の省庁や県への職員派遣（政策形成・課題解決能力の向上等）

○部局間、本庁・支所間の緊密な連携

○情報の透明化・共有化

○行政手続きのオンライン化

○ＡＩ等デジタル技術の活用促進

市民サービスの

一層の充実

持続可能な

行財政運営

◇活力ある市役所づくり

○職員の挑戦意識・意欲の醸成
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「生まれてよかった、住んでよかった」と思えるような、

「ふるさと喜多方」・「わくわくする喜多方」

の精神の下、

子どもからお年寄りまで全ての市民が笑顔にあふれ、

の実現に向けて全力で取り組んでまいります。

先人の努力から学び、知恵を出し合い、
歴史や文化、豊富な地域資源を生かした柔軟な取り組みに挑戦しながら、

おん こ そう しん

温故創新



令和６年度 当初予算

水道事業会計

下水道事業会計
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下水道事業費用
+

資本的主出
22億7,789万3千円

水道事業費用
+

資本的支出

▲2,822万5千円 （▲1.2％）

192万９千円 （+0.1%）

一 般 会 計

【予 算 額】

265億4,600万円

【前年度当初予算対比】

+1億7,200万円 （＋0.7％）

国民健康保険事業特別会計 50億1,078万6千円 ▲1億9,408万7千円 （▲3.7％）

後期高齢者医療事業特別会計 6億4,292万4千円 ＋3,748万4千円 （＋6.2％）

介護保険事業特別会計 56億8,449万5千円 ＋8,925万3千円 （＋1.6％）

工業団地造成事業特別会計 1億2,199万5千円 ▲1億5,507万3千円 （▲56.0％）

塩川駅西土地区画整理事業特別会計 5千円 ▲305万6千円 （▲99.8％）

財産区特別会計（駒形・一ノ木・早稲谷） 6,140万7千円 ▲115万7千円 （▲1.8％）（3財産区会計合計）

公有林整備事業特別会計 1,642万5千円 ＋1,085万5千円 （＋194.9％）

19億9,485万３千円



令和5年度 補正予算（第11号）

水道事業会計

下水道事業会計
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下水道事業費用
+

資本的主出
22億8,701万5千円

水道事業費用
+

資本的支出

▲1,287万4千円

▲3,649万9千円

一 般 会 計

【今回補正額】

286億4,514万6千円

【補正後の額】

▲5億6，898万1千円

国民健康保険事業特別会計 52億3,218万6千円3,301万円

後期高齢者医療事業特別会計 6億 415万8千円▲648万4千円

介護保険事業特別会計 58億2,867万4千円1億 47万8千円

工業団地造成事業特別会計 1億7,565万3千円▲1万5千円

塩川駅西土地区画整理事業特別会計 ▲2千円 305万9千円

財産区特別会計（駒形・一ノ木・早稲谷） 6,277万9千円▲5千円（3財産区会計合計）

公有林整備事業特別会計 511万8千円▲45万5千円

19億7,097万6千円



令和５年度
一般会計の主な補正等

道路橋梁維持経費 19,000千円（建設課）① 橋梁長寿命化修繕実施設計業務委託料

中学校管理経費 67,000千円（教育総務課）② 塩川中学校体育館バリアフリー化・LED照明等改修工事

③ 塩川体育館アリーナLED照明改修工事 体育館管理経費 17,831千円（生涯学習課）

橋梁の長寿命化を図るために要する修繕について実施設計を委託する。

・国の補正予算（第1号）による追加内示に伴い、令和６年度に実施する予定の事業を今年度に前倒しして実施
する。
・実施個所は、番状免橋ほか４橋

塩川中学校の体育館をバリアフリー化するための改修とともに、照明のLED化などの改修工事を行う。

・国の補正予算（第1号）による追加内示に伴い、令和６年度に実施する予定の事業を今年度に前倒しして実施
する。
・スロープ、多目的トイレのバリアフリー化、照明施設のLED化、トイレ洋式化など

塩川体育館の照明施設をLED化する改修工事を行う。

・国の補正予算（第1号）による追加内示に伴い、令和６年度に実施する予定の事業を今年度に前倒しして実施
する。
・アリーナ照明施設のLED化
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